




































































































































14　　国際関係紀要　第 30巻　第 1・2合併号（学部開設 30周年記念号）
　以上、3つの組織改編に纏わる話を簡単に紹介した。とくにこの 30年間、
情報・通信・運輸などの進歩で国外へのアクセスが容易になり、そのことで
国内外の違いがかなり消滅した。普段通りに外国に行き来し付き合うように
なったが、外国への特段の関心は薄くなり実際に出向く情熱や動機は弱く
なってきたように思う。しかも、国際的経済活動は縮小し、対外比較の相対
的所得は低下し、加えてグローバリズムの問題点やパンデミックに類する問
題点も顕在化してきた。今般のコロナ禍など、国際的に雄飛する人材を育成
したい国際関係学部にとっては逆境が続くかもしれない。
　国際関係学部では当初より 4年一貫のきめ細かい指導を行ってきたし、多
くの点で他大学に先行してきた。それが国際関係学部の伝統的な優位性だと
思う。これらは多くの先人が努力した結果であるし、それらの先生からは私
自身も在職中に多大なご指導を賜り影響を受けた。忘れじのお名前が余りに
も多いので、ここでは心の中に仕舞っておく。ともあれ、相互に頼もしさを
感ずるほどの信頼を置くことは楽しくさえあった。これが学部外への力の源
泉に繋がり、外部からの逆風を跳ね返すに違いない。楽しい学部が末永く続
くことを願っている。
